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伊佐市男女共同参画基本計画（案）及び伊佐市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援

計画（案）についてパブリック・コメントを実施しましたところ、皆様方よりご意見をいた

だきました。厚く御礼申し上げます。 

いただきましたご意見につきまして、その要旨とこれに対する市の考え方を公表します。 

 

１．応募期間：平成２３年１月５日（木）～平成２３年２月４日（金） 

 

２．意見応募者：３名 

 

３．意見とこれに対する市の考え 

 

 

 
【ご意見・１】 

 男女共同参画基本計画と配偶者等からの暴力の被害者支援計画の具体的な政策が示され

ていないので計画策定で終わらぬよう実行して欲しい。併せて、進行管理を徹底し、その結

果を市民に公表するようなことを検討していただきたい。 

 また、「第３章 計画の推進 ２ 計画の総合的推進 （２）施策策定にあたっての配慮」

について本計画と同時にパブリック・コメントに付されている総合振興計画（案）を見ると、

上記の配慮がされているようには受け取れない。市の最も基本となる総合振興計画に、男女

共同参画の視点が組み込まれるよう、両計画の整合性を図って欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【市の考え方】 

男女共同参画社会の形成に向けた施策を総合的に推進するため、市民代表で構成する伊佐

市男女共同参画推進協議会や庁内推進会議を設置していますので、施策の進行管理を徹底す

るとともに、市民へ公表いたします。 

第１次伊佐市総合振興計画（案）のとの整合性についてですが、「施策２ 人々が尊重し

あう地域社会の実現」の中の、「協働による市民と行政の役割分担」の（イ）行政の役割の

中で「伊佐市男女共同参画計画に基づき、全庁的に取組みを推進します。」とし、「全庁的

に」を追記しています。 
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【ご意見・２】 

 男女共同参画基本計画の第３章 計画の推進 ２ 計画の総合的推進 （２）施策策定に

あたっての配慮にあります「市が施策立案し、実施する事業の全てにおいて、男女共同参画

の視点に配慮します。」とあることは、大変重要なことです。是非、全庁的な取組みをして

頂くよう強く望みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【市の考え方】 

ご意見を尊重し、全庁的に取組みます。 

 

 

 

 

 
【ご意見・３】 

伊佐市男女共同参画基本計画（案）の第２章３の重点的に取り組むことの文言について一

言「地域生活の実感に根ざした多様な個人・主体の参画による協働の地域づくりの実践に向

けて、男女共同参画の視点に立った地域コミュニティづくり」とあることについて、 

①「協働の地域づくり」を「共生・協働の地域づくり」と変更していただきたい。（全部の

協働を使われている文章に一部変更を希望したい。） 

②「男女共同参画の視点に立った地域コミュニティづくり」について「男女が共に担う地域

コミュニティづくり」と変更されたほうがより市民に理解しやすいと思われますがいかがで

しょうか。 

 

 

 

【市の考え方】 

① 本市が、平成 21 年度に実施した「男女共同参画社会についての市民意識調査」におい

て、社会貢献の意欲について「日ごろ、何か地域のために役立ちたいと思うか」と尋ねたと

ころ、「非常に思っている」「かなりそう思っている」「少しそう思っている」「少しそう思っ

ている」を合わせた「思っている」とする回答は８割ありました。しかし、「現在、地域活

動に参加しているか」尋ねたところ、「参加をしていない」とする回答も４割ありました。

また、「地域の習慣、しきたりの現状について」尋ねた結果からは、依然として地域におけ

る習慣やしきたりが根強く残っていることがわかり、地域生活の場における固定的な性別役

割分担意識、性別による機会の不平等などが、地域づくりへの男女共同参画の浸透を阻む要

因となっていることがうかがえました。 

本来、地域づくりは、一人ひとりが尊重される地域生活環境の創造をめざしており、その

ためには、多様化する地域課題の解決をめざし、多様な個人・主体の協働による地域づくり

をすすめることが求められています。そのため、これまで多様な個人・主体による地域づく

りがすすまなかった背景にある、固定的な性別役割分担意識の解消に向けた取組みをすすめ

る必要があります。このような現状を踏まえ、「協働の地域づくり」としています。ご理解

をお願いいたします。 

② これからの地域コミュニティの運営においては、男性と女性が責任を分かち合い、性別

に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮できる地域づくりと、男女がともに参加から参

画する仕組みを構築することが望まれています。 

今後は、このような視点に立ってコミュニティづくりを進めることを想定していることか

ら、ご意見の「男女が共に担う」という意味も含んでいますので、ご理解をお願いいたしま

す。 
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